公共工事の検査とは
1． 工事検査の目的
工事検査には、「会計法」に基づく検査と、「公共工事の品質確保の促進に関する法律」に基づく工事中及び完成時の施工状況の確認及び評価を目的とする技術検査がある。
　①　請負工事の工事目的物が契約図書に定められた出来形や品質等を確保していて、発注者として、受け取り、その代価を支払ってよいことを確認する。（給付の完了の確認）
　②　公共工事の品質が確保されるよう、適正かつ能力的な施工を確保するとともに、工事に関する技術水準の向上に資する。（技術検査）
２．　検査の内容
　　　（工事実施状況の検査）
　　　　実施状況の検査は、契約書等の履行状況、工程管理、安全管理、工事施工状況及び施工体制等の工事管理状況に関する各種記録と契約図書とを対比し行う。
　　　（出来形の検査）
　　　　出来形の検査は、位置、出来形寸法、機能及び出来形管理に関する各種の記録と設計図書とを対比し行う。
　　　（品質の検査）
　　　　品質の検査は、品質及び品質管理に関する各種記録と設計図書を対比し行う。
　　　（出来ばえの検査）
　　　　出来ばえの検査は、仕上げ面、とおり、すり付けなどの程度、全般的な外観及び作動状態について行う。
